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副 腎 Myelolipoma の2例
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TWO CASES OF ADRENAL MYELOLIPOMA
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Myelolipoma of the adrenal gland is a benign oligosymptomatic tumor composed of

various proportions of fat and bone marrow elements. We report two operated cases found

incidentally in a 76-year-old man and 49-year-old man.
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緒 言

副 腎 に で き るmyelolipomaは 稀 な 良性 腫 瘍 で,骨

髄 様 組織 と脂 肪 組 織 よ り構 成 され る.1905年,Gier-

ke1)に よ り最 初 に報 告 され,1929年,Oberling2)に

よ りmyelolipomaと 命名 され た.従 来 剖検 時 に偶 然

発 見 され る こ とが 多か った が,画 像 診 断 の進 歩 に伴 い

incidentallyに 発 見 され る ケ ース が 多 く な りつ つ あ

り,わ れ わ れ も偶 然 に発 見 し,外 科 的 切 除 を行 った い

わ ゆ るttincidentalo皿a"と して の 副 腎myelolipo-

maの2例 を 経 験 した の で報 告す る.

症

症 例1

患者:76歳,男 子

初診1981年10月4日

主訴:な し

例

既往歴 ・家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:5～6年 前より空腹時胃部痛あり当院内科

*現:関 西電力病院泌尿器科

**現:京 都大学医学部泌尿器科学教室

通 院 中 で あ っ た が,CT,超 音 波 検 査 で,右 副 腎 腫 瘍

を 疑 わ れ 泌 尿 器 科 を 受 診 し た.

入 院 時 現 症=身 長156cm,体 重48.5kg,胸 部 理 学

的 所 見 に 異 常 を 認 め ず,血 圧140/70mmHg.腹 部 触

診 で は,腫 瘍 を 触 知 せ ず,肝 臓,両 腎 お よ び 脾 臓 も 触

知 し な い.外 性 器,前 立 腺 は 視 触 診 上 異 常 を 認 め ず,

表 在 リ ソ パ 節 は 触 知 し な い.

入 院 時 検 査 成 績:末 梢 血;RBC426×104/Mm3,

wBc3,800/mm3,Hb14.29/dl,Ht43.o%,Plt

ll.7×104/mml-.血 液 化 学;T.P.7.7g/dl,GOT22

1u/l,GPT291u/l,LDH2981U/1,ChEo.61

△pH,T.Bilo.6mg/dl,BuNl9・9mg/dl,s-Cr

l.3mg/dl,Na141mEq/1,K4.9mEq/1,Cl104

mEq!1,Ca4.5mEq/lホ ル モ ン検 査;s-Adrenaline

22P9/ml,s-Noradrenaline191P9/ml,s-Aldoste-

ron20.5P9/ml,s-Cortisollo.oμ9/dl,u-Adrenali-

ne8.Optg/24h,u-Noradrenaline94.1#g/24h,u-17

-oHCs2 .3mg/24h,u-17Ks3βmg/24h,u-vMA

4.6mg/24h.検 尿;異 常 な し.

腹 部 超 音 波 検 査(Fig.1)=右 腎 上 極 に 接 し て 均 一

高 エ コ ー レベ ル の 腫 瘤 が 認 め られ た.
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Fig.2.Case1.Prcopcrativeexcretory

urographyshowsradiolucent

massatupPerp・le・fright

kidney.

レ線学的検査:

排泄性腎孟造影;両 腎 とも造影剤の排泄は良好で

あるが,右 腎全体の下方への偏位を認める(Fig.2).

後腹膜気体撮影;右 腎は低位に あ り,腎 上極に接

して球形の腫瘤陰影がみられる(Fig.3).

腹部CT;肝 右葉下方,右 腎上方で下大静脈に接し

た肝外の腫瘤所見を認める.腫 瘤は,lowdensityで

充実性であ り一部に石灰化を認める(Fig.4).

血管造影;右 下副腎動脈造影で,右 下 副腎動脈の

腫瘍による圧迫 ・伸展を認め,一 部に腫瘍濃染を認め

るが,全 体 としてはhypovascularityを 呈 した(Fig・

5)。

以上の結果より右側副腎腫瘍と考え,悪 性の可能性

もあり右副腎摘出術を施行した.手 術所見では,右 腎
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Fig.4.CascLAbdominalCTscanrevcal.

ingarightadrenalmass,partially

encrachingontheliver.

上極に周囲組織との境界明瞭な腫瘤があ りこれを摘出

した.

摘 出標本(Fig.6)1重 量56g,大 きさ5×4.5×3.5

cm,表 面 は赤褐色で平滑,弾 性軟 腫瘍割面は,黄

褐色の遺残した副腎が一部に認められ,腫 瘍の中心部

は脂肪壊死と凝血塊で占められていた.

病理組織学的所見(Fig.7):正 常構造を持つ副腎

組織が一部に見られ,腫 瘍組織には脂肪組織と造血細

胞が混在しており,右 副腎より発生したmyelolipo-

maと 診断した.

症例2

患者=49歳,男 子

初診:1984年7月23日

主訴:な し

既往歴:1983年 十二指腸潰瘍,1984年4月 胆石

家族歴:特 記すべきことなし
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Fig.9.CTscanofCase2:TheCTscan

showsalowdensitymassabovethe

rightkidney。

現 病 歴:

超 音 波 検 査 で 腹 部 腫 瘤 を 指 摘 さ れ た.

入 院 時 現 症:身 長165cm,体 重57.5kg,胸 部 理 学

的 所 見 に 異 常 を 認 め ず,血 圧120/84mmHg,腹 部 触

診 で は 腫 瘤 を 触 知 しな い.

入 院 時 検 査 成 績=末 梢 血;RBC502x104/mm3,

WBC7,300/mm3,Hb15.69/dl,Ht47.1%,Plt

26.8×104/mm3.血 液 化 学;T.P.7.49/d1,GoTi3

1u/1,GPT221u/1,LDH2611u/1,chEo.74△

pH,T.Bil1.8mgldl,BuNl5.1mg/dl,s-cr1.l

mg/dl,Nal40mEq/l,K3・8mEq/1,cllo5mEq/

1,Ca4.5rnEq/l.ホ ノレ モ ン 検 査;s-Adrenaline22

P9/ml,s-Noradrenaline28gP9/ml,s-Aldosteron

160.8pg/ml,s-Cortisoli5.4gg/dl,u-Adrenaline

2.6P9/24h,u・Noradrenaline73・8μ9/24h,u-170

1983年 よりの十二指腸潰瘍精査中偶然腹部
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Case2.Tumoriscoveredwith

thintranslucentcapsule.

HCS3.7μgf24h,u-17KS5.2mg/24h,u-VMA4.1

mg/24h.検 尿;異 常 な し.

レ線 学 的検 査:

排 泄 性 腎 孟造 影;右 腎 の 下 方 へ の偏 位 を 認 め る

(Fig.8).

腹 部CT;右 腎 上方,肝 右 葉 下 方に 低 吸 収値 の 充実

性 腫瘤 を 認 め る(F三g.9).

右 下 副 腎 動脈 造 影(Fig.10):右 下 副 腎動 脈 の 圧迫

・伸 展 を 認 め,比 較的 血 管 に 乏 しい 腫 瘤 陰影 を 認め

る.

以 上 よ り右 副 腎摘 出術 を 施行.腫 蕩 は 周 囲組 織 とは

比 較 的 容易 に 剥離 で きた が,一 部 肝右 葉 と癒着 して い

た,

摘 出標 本(Fig.11);重 量47g,大 き さ5.5×5×

"馳浦;　 ㍗蕪 灘
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ほの 　る

照 壇 瀬 綴 鑓 ・・掩 ・ ・ 。
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Fig.12.Microscopicpictureofcase2:The

tumoriscomposedofhematopoictic

andfattytissue,

2.5cmで,表 面は赤褐色で平滑,弾 性軟.割 面は黄

色をおびた暗赤色の充実性腫瘍であった.

病理組織学的所見(Fig.12);脂 肪組織内に造血細

胞を認め,右 副腎より発生したmyelolipomaと 診断

した.

考 察

Myelolipomaは,脂 肪 組 織 と各種 の骨 髄 性 細 胞 よ

りな る稀 な 悪性 腫 瘍 で,最 も多 く副 腎 に発 生 す る が,

副 腎以 外 に も後 腹 膜 脂 肪組 織3・5),後 肋 膜 脂 肪組 織4),

筋 肉組 織 内5)に 見 られ た とい う報告 が あ る.し か し こ

れ らは,剖 検時 に 偶 然 に発 見 され た も の が ほ とん ど

で,剖 検 時 に本 腫 瘍 が 発見 され る頻 度 は0.2～0.8%と

言わ れ て い る6・7).

本 症 の 発 生 原 因 と して は諸 説 が あ り,Collins8)や

Giffen9)は,1)血 液 を 介 し て の 骨 髄 細 胞 の 塞 栓 に よ

るectopia説,2)骨 形成 組 織 の 胎 生期 遺 残,3)発 生

異常,4)副 腎皮 質 細 胞 の化 生,と い う4つ の 仮設 を想

定 してい る が,い まだ結 論 は で て い な い.

DyckmanandFrcedmanio)が ,1957年 に症 状 の

あ る副 腎myelolipomaの 外科 的切 除 例 を 最 初 に報 告

した が,そ れ 以 来欧 米 では30例 余 の報 告 が あ る.本 邦

では 野 内J菅 野11)が1960年 に 報 告 した 後 ,自 験 例2例 を

含め25例 の外 科 的 切 除 の報 告 が あ る(Table1)11'-32)

本邦 で の 報告 では,年 齢 分 布 は20歳 か ら76歳 ,性 別 は

男子18例,女 子7例 と男子 に 多 くみ られ,患 側 は右 側

18例,左 側6例,両 側1例 と右 側優 位 で あ り,症 状 が

あ り発 見 され た もの の15例,症 状 が な く偶 然 発 見 され

た,い わ ゆ る'tincidentaloma"が10例 で あ った .摘

出重 量 は,10～1,950g平 均656gで あ り,症 状 が あ

って摘 出 され た場 合 は 平 均1,0269 ,症 状 な く摘 出 さ

れ た ものは 平 均175gで あ り,摘 出重 量 と 症 状 に は

明 らか な 相 関 関係 が あ る と考 え られ る.一 般 的 に は
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No.報 告者 年令 性 部位 症状 重量(g)年 度

145

外科的切除例25例 を集計し若干の文献的考察 を加え

た.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

野 内55

自 坂51

当 真56

塚 ロ41

石 川20

金 地36

櫻 井51

樫 村36

新 井56

飯 塚57

佐 藤59

佐 藤33

中 村56

渡 辺50

大 友52

上 領45

田 中50

金37

雨 宮62

森 山43

寿 美47

坂 本67

藤 本51

自験例76

自験例49

δ

♀

9

δ

δ

6

δ

δ

6

6

6

6

♀

6

♀

♂

δ

♀

♀

δ

♀

6

6

δ

♂

左

右

左

右

右

右

右

右

左

左

右

右

右

右

右

両

右

右

右

左

右

左

右

右

右

(十}

(十)

(十)

(十)

(十)

(十)

(一)

(十)

(十)

(十 〉

(一)

(一)

(十)

(一)

(一)

(十)

(十)

(一)

(十)

(十)

(十)

(一)

(一)

(一)

(一)

5001960

12001975

19301978

17001979

1501981

12301982

4301982

12301982

3871983

不明1983

501983

101983

不明1983

4801983

201984

裏1塁〒81984
8001985

161985

4201986

6201986

不明1986

601986

5801986

561986

471986

本 腫瘍 は無 症 状 で あ り,内 分 泌異 常 を示 す こ とはほ と

ん どな く,性 別,年 齢 分 布 に も特 徴 は な い とい われ て

い る6・7・33・34).自覚症 状 は 腫 瘍 の 増 大や 腫 瘍 内 出血 に

よ る腹 痛,血 尿,腹 部 腫 瘤 触知 な どで あ る こ と が 多

い6・7・33・34).

近年 の画 像 診 断 の 進 歩 に よ りincidentallyに 副 腎

myelolipomaが 発 見 され る こ とが 多 くな りつ つ あ る.

KUB,DIVPで は,腎 上部 に 腫 瘤陰 影 を 見 い 出 し,

腎 の下 方 へ の 圧 迫 像 が み ら れ る.CT像 で はlow

densityの 腫瘤 で あ る こ とが 多 く,時 に石 灰 化 豫を み

る こ とも あ る.myelolipomaは 超音 波 上 高 いecho-

genicityを 示 す こ と が,他 種 副 腎腫 瘍 に対 し特 徴 的

と言 え,術 前診 断 を下 し得 る 可能 性 は このあ た りに あ

る.血 管 造 影 で は,良 性 腫 瘍 の 所 見 の み でmyeloli-

poma診 断に は 寄 与 しな い6・35).

従 来,泌 尿 器科 医 は 副 腎腫 瘍 が あれ ば摘 出す る傾 向

に あ った が,こ の よ うな 画 像 診 断 の 進 歩 に 伴 い 副 腎

my・1・lip・m・ が 疑 わ れ,症 状 が な い時 に ・G・lli・

ら26)は,needlebiopsyで 診 断 を 確定 し得 た な ら,観

血 的 治療 を避 け 保 存 的 に経 過 観 察す れ ば 良 い と述 べ て

い る.

なお木論文の要 旨は,第117回 日本泌尿器科学会関西地方

会で 口歓 した.

結 語

Incidentallyに 発 見 さ れ た76歳 男子,49歳 男 子 の

副 腎myelolipomaの2例 を 報告 す る と ともに,本 邦

文 献

1)GierkcE:UberKnockenmarksgewebein

dcrNebenniere.BeitrPathAnatSupp117:

311,1905

2)ObcrlingC:Lesformat三 〇nsmyelolipoma-

tucscs.BullAssocFrancCancer18:234.

1929

3)BartenH:UberdasVorkommenvonKno-

chenmarksgcwcbeindenNcbenniercnVir-

chowsArchPathAnat294:139～146,1935

4)PickL,VberretropleuraletumorartigeHe-

terotopieroten.KnochenmarksKlinWs-

cher7:1712,1928

5)HerzenbergH:ZurFragcdcrHeterotopie

desKnochenmarks,VirchowsArch239:

145,1922

6)RubinHB,HiroseFandBenfieldJR:

Myelolipomaoftheadrenalgland.Angio-

graphic丘ndingsandreviewofthelitcra-

ture.AmJSurg130:354,1975

7)SymingtonT:Functionalpathologyofthe

humanadrenalgland.Baltimore:The

Willians&WilkinsCo..1969

8)CollinsDC:Formationofbonemarrowin

suprarenalgland.AmJPathol8:97～105,

1932

9)GiffenHK:Myelolipomaoftheadrenals:

Reportofsevencases.AmJpathol23:

613～625,1947

10)DyckmanJandFreedmanD:Myelolipoma

oftheadrenalwithclinicalfeatureandsur-

gicalexcision.JMtSinaiHosp24=793,

1957

11)野 内 文 雄 ・菅 野 孝 一=副 腎 に 発 生 し た 巨 大 な

Myelolipomaの1例.福 島 医 学10:455～465,

1960

12)白 坂 祥 三 ・ 樋 口 健 四 郎 ・ 佐 々 木 大 輔 ・ ほ か:

Myastheniagravisを 伴 った 副 腎 原 発 のMyelo-

lipomaの1例.日 内 会 誌64:283～284,1975

13)当 真 嗣 裕 ・斉 藤 隆 ・ほ か=い わ ゆ る 副 腎Myc-

lolipomaの1手 術 例.日 泌 尿 会 誌69:501,

1978

14)塚 口 功 ・佐 藤 健 司 ・ほ か1術 前 に 診 断 し得 た 副

腎Myelolipomaの1例.日 医 放 射 線 会 誌39:

ll28～1129,1979

15)IshikawaH,TachibanaM,HataM.etal:

Myelolipomaoftheadrenalgland.Juvol

126:777～779.1981

16)金 地 嘉 春 ・鬼 塚 正 孝 ・ほ か 副 腎Myclolipoma

の1例.ホ ル モ ン と 臨 床30:llO1～llO4,lg82



146 泌尿紀要34巻1号1988年

17)櫻 井 賢二 。野 田正 信 ・ほ か:副 腎 骨髄 脂 肪 腫,画

像 診 断Vol2.No.7:571～574,1982

18)樫 村 博正 ・ほか:超 音波 ガイ ド下 穿刺 吸 収 細 胞診

が 有 用 であ ったadrena監myelolipornaの1例.

日消病 会 誌7911788,1982

19)新 井 豊 ・朴 勺 ・小西 平 ・ほ か 副腎

Myel。lipornaの1例,日 泌尿 会誌74・278,1983

20)飯 塚 昭 男 ・ほ か:副 腎 ミエ ロ リポ ー マの1例.日

内 会誌72=374,1983

21)佐 藤 郁 郎 ・林 仁守 ・ほか:超 音 波 検 査が 診 断 に

有 用 で あ ったadrenalmyel・lipomaの2例.

超 音 波 医学10:414,1983

22)中 村 広志 ・松 谷 正 一 ・ほ か:骨 髄 脂 肪腫 の1例.

千 医 医 学591419～423,1983

23)渡 辺 千尋 ・斉藤 光=巨 大 右 副 腎腫 瘍 の1治 験

例.逓 信医 学9:554,1983

24)大 友 邦 ・松 永 博 ・ほ かlAdrcnalMyeloli-

poma.画 像 診 断4:767～771,1984

25)上 領 頼啓=平 尾 博 ・ほ か ・副 腎Myelolipoma

の1例.臨 泌38:417～420,1984

26)田 中重 人 ・梅 田 優 ・ほか:副 腎Myelolipoma

の1例.泌 尿 紀 要31・1761～1766,1985

2フ)金 昌 弘 ・細 木 茂 。ほか:副 腎 骨髄 脂 肪腫 の1

例.日 泌 尿会 誌76:1262,1985

28)雨 宮 裕 ・狩場 岳夫 ・ほか1副 腎 骨髄 脂 肪腫 の1

例.日 泌尿 会 誌77'1030,1986

29)森 山 信 男 。石 井 創 ・ ほ か:AdrenalMyeloli・

pomaの1例.日 泌 尿 会 誌77:1023,1986

30)寿 美 周 平 ・石 橋 克 夫 ・ ほ か ・AdrenalMyeloli-

pomaの1例.日 泌 尿 会 誌77=1012,1986

31)坂 本 善 郎 ・小 川 由 英 ・ほ か;膀 胱 癌 に 合 併 し偶 然

発 見 さ れ た 副 腎Myelolipomaの1例.日 泌 誌

77=1012,1986

32)藤 本 博 ・田 中 正 敏 ・ほ か:副 腎Myelolipoma

の1例.日 泌 尿 会 誌77:695,1986

33)BoudreauxD,waismanJ,skinnerDGand

LowR;Giantadrenalmyelolipomaand

testicularinterstitialCelltumorinaman

withcongenitalαi-hydroxylasedcficiency.

AmevJsurgPatho3:109,1979

34)GeeWF.ChikosPM,GrearesJP,Ikemoto

NandTremannJA:Adrcnalrnyelolipo皿a.

Urology5:562,1975

35)BehanM,MartinEC,MneckeEC,etal:

MyelolipoInaoftheadrenaltwocaseswith

UltrasoundandCT丘ndings.AmJRoento-

genol129:993～996.1977

36)GallisLandGaboardF:Adrenalmycloli-

pomaofdiagnosisbyfincnecdleaspiration.

.IUrol136:655～657,1986

(1987年1月13日 受 付)


